
令和５年度「ちばっ子の学び変革」推進事業（「学力・学習状況」検証事業）研究状況報告書 

鎌ケ谷市立第五中学校 

１ 学校紹介 

本校は、全校生徒数５０５名、１６学級、職員数４５名の学校である。学校教育目標は、「日々喜びと

希望をもって生きる生徒の育成・自学自律」である。鎌ケ谷市の研究指定を受け「学力向上」をテーマ

に取組を行って３年目を迎える。５教科の宿題の継続実施や生徒の実態を把握し、授業計画を立て、生

徒が何を、どのように学習を進めていくか、そして何ができるようになったのか、本時で学んだことを

振り返ることができる授業実践を行うように取り組んでいる。 

 

２ 研究主題 

基礎学力の定着と諦めずに考える力を付けさせる授業を目指して 

 

３ 研究の概要 

（１）生徒の実態と課題 

・全国学力・学習状況調査において、令和４・５年度とも数学の平均正答率は千葉県・全国を下回って

いる。令和５年度は問題形式別に見ると選択式・短答式の正答率は千葉県・全国を上回っているが、

記述式の正答率が低い。８(３)のような、問題文に複数の図・表・グラフが資料として入っており、

与えられた条件を使って答えを求める方法を説明する記述問題の無解答率が高い。 

・令和４年度の問題の最後に設問された“調査についての質問”では、言葉や数、式を使って説明する

問題について「解答しなかったり、解答を書くことを途中であきらめたりしたものがあった」、「全く

解答しなかった」と答えた生徒が半数を超えている。一方で、解答時間については多くの生徒が「時

間が余った」、「ちょうどよかった」と答えている。数学的に説明することについて、授業で取り組む

必要がある。 

 

（２）学力向上のための取組 

 （１）で述べたことをふまえ、本校は次のような仮説を立てた。 

仮説 

・基礎学力を定着させ、自信を付けさせることによって、問題文の長い問題や記述式の問題に取り組む

意欲が高まると考える。 

・授業のまとめを生徒に考えて書かせることを繰り返していくことで、諦めずに考えたり記述したりす

る力や、わかりやすく説明する力が付くと考える。 

 

仮説に対する取組 

・授業のまとめを生徒に自分の言葉で書かせる時間を確保する。はじめは教師が見本を見せたり、教科

書を参考にさせたりすることを繰り返して、数学の用語を使って書けるように指導する。 

 

・単元テストで記述式の問題を出題する。授業やワークで扱っていない、生徒にとって初見の問題を選

び、４段階（Ａ：正答、Ｂ：記述不足、Ｃ：間違い、Ｄ：無解答）で評価する。ＣとＤの評価を分け

ることで、「まずは書いてみる」という意欲につなげる。 

・毎時間小テストを実施し、基礎問題を繰り返す。（教材はＤＡＳＨ８０を使用。） 

（別添） 



 

・校内研究授業の実施 

第１回 令和５年６月２６日（月） 

      ２年「連立方程式」        授業者：河野 翔太、清水 学子 

      講師：千葉県教育庁東葛飾教育事務所指導室  指導主事 竹蓋 大毅 

 

第２回 令和５年１１月２日（木） 

      １年「比例と反比例」        授業者：青木 円花、清水 学子 

                            尾知  歩、牧内 優也 

      講師：鎌ケ谷市教育委員会学校教育課     指導主事 奥平 安瑞香 

 

第３回 令和５年１２月１２日（火） 

      ３年「三平方の定理」        授業者：吉田 千裕、飯塚 幸枝 

      １年「平面図形」          授業者：牧内 優也、清水 学子 

      講師：千葉県教育庁東葛飾教育事務所指導室   指導主事 竹蓋 大毅 

         鎌ケ谷市教育委員会学校教育課      指導主事 黒田 祐子 

 

第４回 令和６年１月１７日（水） 

      １年「平面図形」          授業者：尾知  歩、牧内 優也 

      講師：千葉県教育庁東葛飾教育事務所指導室   指導主事 竹蓋 大毅 

         鎌ケ谷市教育委員会学校教育課      指導主事 黒田 祐子 

 

 

（３）加配教員（学習サポーターを含む）の活用  

・本校では、加配教員、学習サポーター、少人数教育指導教員きらり先生（鎌ケ谷市会計年度任用職員）

の３名の教職員が配置されており、数学の授業において、１学年は少人数授業、２、３学年はティー

ムティーチング形式での授業を行っている。 

・１学年は単元テストによって、学力が均等になるように、定期的にクラス替えを行った。少人数での

授業により、生徒が臆せず発言をし、生徒から出た意見や疑問を全員で考えて学習を進めるような授

業を行うことができた。生徒同士の意見交換や教え合いも活発に行われている。 

・２、３学年ではＴ２として机間指導をし、数学が苦手な生徒を中心に学習支援を行っている。特に問

題演習の際に、個別の学習指導の機会を増やすことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 成果 

・年度当初、生徒の授業のまとめが感想のような記述が多かったが、本取組を通して数学の用語を使っ

た記述が増えた。また、問題を解く場面でも、自分の解き方や考え方を言葉にして書いたり、異なる

考え方をノートに書いたりする生徒が増えた。以下に１学年の２人の生徒のノート記述と、単元１次

方程式と比例・反比例での生徒の途中式を紹介する。 

 

生徒Ａのノート 

１章 

正の数・負の数 

（４月） 

 

 

 

２章 

文字式 

（６月） 

 

４章 

比例・反比例 

（１１月） 

 

 

 

 

 

 

 

生徒Ｂのノート 

１章 

正の数・負の数 

（５月） 

 

 

２章 

文字式 

（６月） 

 

４章 

比例・反比例 

（１１月） 



自分の解き方や考え方、異なる考え方を書いているノート 

３章 

１次 

方程式 

（１０月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４章 

比例・反比例 

（１１月） 

 



・単元テストの記述式の問題の変化を以下に示す。単元の内容が異なるので一概には言えないが、１年

生は無解答の生徒が減った。２年生は数学的に説明できる生徒が増えた。 

１年生【％】                  ２年生【％】 

 

５ 今後の課題 

・今年度の取組を来年度も継続していきたい。 

・単元テストの記述式の問題について、今年度は無解答を減らすことに重点を置いていたため、テスト

後は解答の配付と簡単な解説しか行っていなかった。来年度は解答の質を上げていくために、わかり

やすい説明とはどういう説明か、そのために必要な言葉は何かなど、生徒と考え練り上げる時間を作

っていきたい。 

・自分の解き方や考え方を言葉にして書いたり、異なる考え方をノートに書いたりする場面を意図的に

設定する。また、授業のまとめだけでなく振り返りを取り入れ、生徒が自身の変容を捉えられるよう

にしていきたい。 

 
Ａ 

正答 

Ｂ 

記述不足 

Ｃ 

間違い 

Ｄ 

無解答 

１章 

６月 
13.4 36.6 30.0 20.0 

４章 

１２月 
17.0 43.4 27.6 12.0 

 
Ａ 

正答 

Ｂ 

記述不足 

Ｃ 

間違い 

Ｄ 

無解答 

１章 

６月 
7.2 63.5 13.8 15.5 

３章 

１１月 
32.4 20.8 15.7 31.1 


